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自治体へのメッセージ
地域おこし協力隊の導入はその地域抜きでは成功しません。地域が主体的に協力
隊やその活動に関わる仕組みづくりが大切です。協力隊と地域が二人三脚で、より
良い地域活動ができるよう、一緒に考えていきましょう。

助言可能な内容

募集企画の作成・魅力度の向
上

任期終了後に向けた支援

受入体制づくり・受入の増強 都道府県ネットワークの推進

市町村のサポート体制の強化 その他（詳細は以下に記載）

情報発信の強化

「地域おこし協力隊インター
ン」等の活用推進

略歴

平成15年４月　旧宇和町役場（現西予市役所）入庁
平成30年４月　西予市政策企画部まちづくり推進課配属
　　　　　　　　　　移住交流事業・地域おこし協力隊・ふるさと納税・官民連携（PFI）事業
　　　　　　　　　　シティープロモーション等を担当
令和５年４月　一般社団法人西予市移住交流センター 事務局長
　　　　　　　　　　移住交流促進業務、地域おこし協力隊支援業務等を受託
令和７年３月　退職

現在は下記法人等に所属しながら、個人事業主として様々な活動をしています
　・労働者協同組合 やさしいまちづくり総合研究所　理事 兼 主任研究員
　・一般社団法人 西予市移住定住交流センター　理事
　・一般社団法人 えひめ暮らしネットワーク
　・一般社団法人 ｎｆｃ　理事
　・株式会社 田力本願

地域おこし
協力隊に

関する実績

これまでの
経験業務・
研究活動

愛媛県下でもいち早く、平成22年から地域おこし協力隊の導入を始めた西予市で
は、現在までに約70名の協力隊を受け入れて参りました。
その後、協力隊制度の運用の中で、地域が主体となった協力隊の導入、また、地域
と密着した協力隊の生活・活動・定住支援を行うための、委託型を主とした制度の
運用を開始。
その活動のしやすさから、現在では、20代～50代までの合計23名（2025年4月時
点）の隊員が、地域に溶け込みながら地域と一緒に様々な活動を行っています。

これまでに
関与した

地域おこし
協力隊に
関する

プロジェクト

柔軟な地域おこし協力隊制度の運用
地域を主体とした地域おこし協力隊の導入
地域づくり団体と連携した協力隊のサポート体制の構築
広域連携での協力隊のネットワーク構築並びに活動支援
地域や市内事業者と移住希望者のマッチング事業　など

地域おこし協力隊アドバイザープロフィール

ふりがな うつのみや　こうしろう

氏名 宇都宮　弘志郎

所属・役職
（労協）やさしいまちづくり総合研究所　主任研究員

（一社）西予市移住定住交流センター　理事　他
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